
卒業の認定に関する方針の公表について 

 

学校法人 国際総合学園 

国際医療看護福祉大学校 

 

１．校訓 

「慈愛」 「創造」 「進取」 

 

２．教育目標 

 

（１）. 建学の精神 

21 世紀社会を担う医療人として、ヒューマニズム精神と、医療の革新性・多様性への

対応力、および豊かな国際感覚を身に付けた活力ある人材の育成を理念とします。 

本学は、地域社会、医療福祉社会に奉仕するとともに、国際社会の発展に寄与するもの

であります。 

 

（２）. 教育方針 

・幅広い教養と豊かな感性を持ち、生命の尊厳について、自らの確固たる倫理観を持

った人事を育成します。 

・建設的な意見を持ち、常に自主性と創造性をもって行動しうる人材を育成します。 

・世界の動向を視野に入れて、国際社会で活動しうる人事を育成します。 

 

３．教育指針 

 

一、実践行動学 

自らの夢を描き、実現するための目標を明確にすることで、モチベーションを向上・維持し、

また諦めず継続的に学習し目標達成に向け前向きに行動することができる。 

 

一、礼儀・礼節 

あいさつは、人間関係の最も重要なコミュニケーションであり、笑顔で元気にあいさつを交

わすことができ、 状況に応じた正しい言葉遣いや行動ができる。また、これらの言動を通

して感謝の心を持つことができる。 

 

一、清潔 

自らの身だしなみを整え、校舎内・外の環境をきれいに保つことで、自分の心を磨くことが



できる。 

 

一、地域貢献 

地域行事への参加を通して地域に関心や愛着を持ち、地域社会の一員であることを自覚す

ることができる。 

 

一、国際理解 

海外研修や留学生との交流を通して、異文化を受け入れ、素直で他を尊重する精神を持つこ

とができる。 

 

一、奉仕 

ボランティア活動を通して、他人を思いやる謙虚な気持ち、公共のために尽くす心を持ち、

人と人のつながりを実感することができる。 

 

一、集団行動 

集団の中で他者と協調し、達成すべき目標や行うべき行動の実現を通して、 

リーダーシップを学び自らが果たすべき責任や役割の重要さを身につけることができる。 

 

 

４．卒業の認定に関する方針 

 

卒業に必要な条件については 

・講義・演習・実技について 3分の 2以上の出席が認められる者 

・全ての科目において C評価（100点満点中 60点以上）以上であること 

・介護福祉士学科の教育課程の認定は、介護福祉士として必要な知識、技能を修得したこ

とを確認し認定する。更に介護実習の出席時数については 5分の 4以上とする 

を条件としている。 

 

卒業の可否は、毎年 2月に実施する「卒業判定会議」において、全学科の全科目について 

・出席状況 ・期末試験状況 を勘案して審議し、決定される。 

なお、卒業認定に関する規定については、HPのみならず、学生の手引きに記載し、学生・保

護者に周知している。 

 

以上。 


